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 高等学校学習指導要領の改訂と国語科古典教育の動向に 
ついて 
“About The Trend of The Revision of High School Curriculum 







 平成 29 年（2017 年）3 月に『小学校学習指導要領』・『中学校学習指導要領』が告示









 現行のマークシート方式によるセンター試験が廃止され、令和 2 年（2020 年）度か









 教育改革としての具体的な目標は「受け身の教育から能動的学習へ」（From passive 





















１，昭和 53 年から平成 21 年までの高等学校国語科教育課程の推移 
 浅川（2017）では、昭和 53 年（1978 年）から平成 21 年までの『高等学校学習指導
要領』における国語科の教育課程について、古典教育の観点からみて大きな問題点が二
つあることを指摘した。 
 第一に、教科としての国語科自体の必履修単位数の激減である。昭和 45 年までの『高
等学校学習指導要領』では、国語の必履修単位数は「現代国語」と「古典Ⅰ甲」と併せ
て 9 単位を下ることはなかったにも関わらず、昭和 53 年の『高等学校学習指導要領』
 
2 中央教育審議会答申（平成 20 年 12 月 24 日） 
3 大学入学共通テストにおける記述式問題の導入は見送られることとなった。「萩生田文部科学






























その単位数は必ずしも標準単位数の 4 単位である必要はなく、3 単位または 2 単位に単
位数を減じることが認められている。端的に言うと、統合科目「国語総合」を 2 単位履
修すれば国語科の卒業所要単位を充たすことになる。2 単位とは、50 分授業が週あた




 しかし、平成 30 年（2018 年）の『高等学校学習指導要領』では、浅川（2017）で





































現代国語 7 現代国語 7 国語Ⅰ 4 国語Ⅰ 4 国語表現Ⅰ 2 国語総合 4 現代の国語 2
古典甲2 古典Ⅰ甲2 国語Ⅱ 4 国語Ⅱ 4 国語表現Ⅱ 2 国語表現3 言語文化 2
古典乙Ⅰ 5 古典Ⅰ乙 5 国語表現2 国語表現2 国語総合 4 現代文Ａ 2 論理国語 4




必履修単位数 9 必履修単位数 4 現代語 2 古典 4 古典Ａ 2 国語表現4
古典Ⅰ 3 古典講読 2 古典Ｂ 4 古典探究 4



















〈「平成 21 年」「国語総合」の「1 目標」〉 
 
 下線部は、「平成元年」・「平成 11 年」・「平成 21 年」間で「１ 目標」の文言に異な
りのみられる箇所である。「平成元年」と「平成 11 年」とで、「１ 目標」の示す能力
の育成について、〈理解／読解〉と〈表現〉の優先順位が逆転しており、〈表現〉の能力
育成がより重視されるようになったことがわかる。これは、「平成 11 年」の「１ 目標」
に「伝え合う力」を高めることが示されていることと関わりがある。 




 次に示すように、この 2 科目の「１ 目標」の前文、および、項目の(2)と(3)とはま
ったく同一の文章である4。この点において、「現代の国語」と「言語文化」は、それぞ


























〈「平成 30 年」「言語文化」の「1 目標」〉 
 
 二重下線部は、「平成元年」・「平成 11 年」・「平成 21 年」の「目標」と比較して、「平












 国語科の必履修科目の「２ 内容」における指導内容の領域について 





 「平成元年」・「平成 11 年」・「平成 21 年」・「平成 30 年」の『学習指導要領』にある
国語科の必履修科目の「２ 内容」にみられる指導内容の領域を図式上で整理すると、
【表３】のとおりとなる。 
 それまでの『高等学校学習指導要領』と比較すると、「平成 30 年」の『高等学校学習
指導要領』の「２ 内容」の最も大きな変化は、従来の「Ａ 話すこと・聞くこと」・「Ｂ 
書くこと」・「C 読むこと」（平成 11 年度から）と［言語事項］または〔伝統的な言語

















2017 年 5 月 10 日、99 名（男子 39 名・女子 60 名）。 
1110
2018 年 5 月 16 日、94 名（男子 41 名・女子 53 名）。 
2019 年 5 月 15 日、99 名（男子 35 名・女子 64 名）。 
（４）アンケートの質問内容 
Ｑ１，高等学校の 3 年間に受けた国語の授業科目のすべてに○をつけてください。 
（  ）「国語総合」(週に４時間の授業、必履修科目) 
（  ）「国語表現」(週に３時間の授業、選択科目) 
（  ）「現代文 A」(週に２時間の授業、選択科目) 
（  ）「現代文 B」(週に４時間の授業、選択科目) 
（  ）「古典 A」(週に２時間の授業、選択科目) 
（  ）「古典 B」(週に４時間の授業、選択科目) 
Ｑ２，高等学校で古文の授業を受けた経験がありますか？ 
（  ）ある    （  ）ない  （  ）覚えていない  
Ｑ３，古文は好きですか？ 
（  ）そう思う →Ｑ４へ 
（  ）どちらかといえばそう思う →Ｑ４へ 
（  ）思わない →Ｑ５へ 
Ｑ４，古文で面白いと思うところは何ですか？ あてはまるものに○をしてくださ
い（複数に○をしても良い）。 
（  ）作品の内容。      （  ）登場人物。 
（  ）作品の歴史的背景。  （  ）作品の社会的背景。 
（  ）文学史。       （  ）古い時代のことば。 
（  ）古典文法。      （  ）ことばの語源。 
（  ）その他 
Ｑ５，古文が好きではない理由は何ですか？ あてはまるものに○をしてください
（複数に○をしても良い）。 
（  ）作品の内容がわからない。 （  ）日本の歴史がわからない。 
（  ）文法がわからない。    （  ）古文の暗記がいやだ。 
（  ）古文をきちんと勉強した経験がない。 
































【表 4 高等学校で履修した国語科科目】 
 
国語総合 国語表現現代文Ａ 現代文Ｂ 古典Ａ 古典Ｂ
2017年 99 90 10 37 75 41 74
2018年 94 82 17 36 77 39 76






















文が好き」と回答した被調査者は 3 回の調査を通じて全体の 16〜17％に止まるのに対
し、「古文が好きと思わない」と回答した被調査者は 3 回の調査を通じて全体の 37〜
48％であった。つまり、「古文が好き」と回答した大学生よりも、「古文が好きではない」






ある ない 覚えていない 合計(％)
97 1 1 99
98.0 1.0 1.0 100.0
88 1 5 94
93.6 1.1 5.3 100.0
95 0 4 99


























そう思う どちらかといえばそう思う 思わない 合計(％)
16 44 39 99
16.2 44.4 39.4 100.0
15 33 46 94
16.0 35.1 48.9 100.0
17 45 37 99




















2017年 99 30 35 25 8 12 9 5 2
2018年 94 22 15 19 10 6 5 4 2
2019年 99 29 25 24 11 6 6 5 0

















































































2017年 99 29 18 17 16 11 6
2018年 94 20 19 15 12 14 5
2019年 99 28 19 8 11 10 0

















 平成 30 年告示の『高等学校学習指導要領』によって、国語科の必履修科目「国語総
合」が廃止され、古典の教科が「言語文化」という独立した科目となる。科目の実施は
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